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聖書：列王記第二4章8〜17節

説教：神の人のところへ行く�その1


はじめに 
　先週の週報では、４章28節まで取りあげる予定
としておりましたが、少し変更して、ここのところ
を二つに分け、今日は17節までを見ていくことに
します。  
　前回、エリシャの仲間であった一人の預言者が
亡くなったとき、そのやもめが来て、二人の息子
が借金のカタに取られて売られていく、どうしたら
よいだろうかと訴えてきた場面を見ました。その
とき、レビ記25章39節を取り上げ、どんな事情が
あっても、聖書では子どもが売られていくことを禁
止していないし借金の棒引きも認めていない、その
ように言いました。そのことで少しわかりにくい
部分があったので、二つのことを補足させていた
だきます。 
　まず一つ目。レビ記にはこう書かれていまし
た。 
「 もし、あなたのもとにいるあなたの兄弟が落ち
ぶれて、あなたに身売りしても、彼を奴隷として仕
えさせてはならない。」 
　ここだけ読めば、「奴隷として仕えさせてはな
らない」とあるので、たとえ借金を返せなくて
も、奴隷として売られることはない。そんなふうに
捉えられるかもしれません。実はそうではなく
て、前後を読むとわかるのですが、やっぱり身売
りはされるのです。ただ、外国人の場合は奴隷のよ
うに扱われても文句は言えないけれど、同胞のイス
ラエル人については、厳しい扱いをしてはいけな
い、雇い人のように丁寧に扱いなさい。それが
「奴隷として仕えさせてはならない」の趣旨にな
ります。 
　それから二つ目。前回は、借金の棒引きは認め
られないと言い切ったのですが、これは少し不正
確になります。五十年ごとにヨベルの年というもの
が巡ってきて、そのヨベルの年になると無条件で
借金はゼロになる。棒引きになるといういう制度
がありました。ただし、そうなるのは五十年に一
回だけですから、実質的には、やはり借金は払わ
なければなりません。それで、エリシャはたくさん
の壺に油を満たすという奇跡を起こすことで、途
方に暮れていた家族を救っていく。そのような方法
をとることになったわけです。 
　今日はその続きを見ていきます。ここにはシュネ
ムの女と呼ばれる裕福な女性が登場します。この女

性の身にどのようなことが起きていったのか。そ
こにどのような神のご計画があったのかを見てい
きます。 

1　シュネムの女 
1）裕福であった 
　まず１節をお読みします。 
「ある日、エリシャがシュネムを通りかかると、
そこに一人の裕福な女がいて、彼を食事に引き止
めた。それ以来、エリシャはそこを通りかかるた
びに、そこに寄って食事をするようになった。」 
　シュネムという町は、預言者エリシャが住んで
いたサマリアから歩いておよそ半日ほどの距離の
ところにあったと言われています。そのころエリ
シャは、サマリア地方の町や村を巡りながら神の
みことばを語り、霊的な指導をしていて、シュネム
にも定期的に寄ることになっていたのでしょう。
そんなある日、シュネムに住むひとりの女性がエ
リシャを見かけ、食事に招くことにします。それが
きっかけとなって、エリシャはシュネムの町に来る
たびに、この女性の家に寄るようになっていきま
す。 

2）「神の聖なる方に違いありません」 
　ところで、シュネムの女性はどうしてエリシャを
食事に招こうとしたのでしょうか。よほどのこと
がないと普通はそういうことはしません。８節で
こう語っているのがヒントになりそうです。 
「いつも私たちのところに立ち寄って行かれるあ
の方は、きっと神の聖なる方に違いありませ
ん。」 
　シュネムの女性は、初めてエリシャを見かけた
とき、この人は普通の人ではない、なにか特別な
人ではないかと感じ、そのまま見過ごすことがで
きなかったようです。しかし何が特別なのかまで
は、そのときはわかりませんでした。けれども、
何度も食事をして話を聞いているうちに、エリシャ
は、きっと神の聖なる方に違いないとの確信に導
かれていきます。 

３）アブラハムの場合 
　これと似たような話どこかで聞いたことがあ
る、そう思った方がおられるかも知れません。創
世記18章で、アブラハムも同じような体験をして



いました。アブラハムが天幕の前に座っていたと
き、向こうから三人の人が歩いてきます。これを見
たアブラハムは、わざわざ駆け寄って、自分の家で
食事をして休んでいってくださいとお願いをしま
す。こうして食事が終わると、アブラハムはこの三
人と一緒にソドムの町に向かって歩いて行くのです
が、そのうちに彼らが神の使いであることに気が
つきます。そればかりでなく、そこでアブラハムは
主である方と出会い、ソドムに住む人々が一人で
も多く救われるようにと、神さまの前でへりくだ
りながら神さまと駆け引きをしていくのです。詳し
くは創世記18章を読んでいただければと思います
が、とにかくそういうことがありました。 
　シュネムの女性とアブラハムを比べると、神の
人、あるいは神の使いを食事に招いたという点が
似ています。そればかりではありません。後で触れ
ますが、子どもがなかったのに、子どもが与えられ
ていく、そこもよく似ています。シュネムの女性
は、第二のアブラハムと言ってもいいほどではな
いか。そんな気さえしてきます。 

４）神にささげることとは　 
　この女性が「あの人は神の聖なる方」であると
確信したとき、あることを思いつきます。エリシャ
が来たときにはいつでも自由に泊まってもらい休
むことができるようにしよう。それで屋上にわざ
わざ小部屋まで作らせ、なかにはきちんとベッド
や椅子まであつらえさせるのです。 
　もしシュネムの女性が、どんなに優しくて親切
な性格だったとしても、神を恐れる人でなかった
ならここまではしなかったでしょう。神を恐れる
信仰者であったからこそ、神にささげたいとの願
いがわき起こり、精一杯自分のできることをして、
エリシャを迎えたいと願っていくのです。 
　さて、ここでささげるということについて少し
確認しておきたいと思います。いま旧統一教会の事
が大きく報じられていることは皆さんもご存じだ
と思います。言うまでもありませんが、私たちとは
まったく異なる立場に立つ団体です。しかし、世の
人たちはそうは見てはくれません。統一教会であ
ろうが私たちのような一般のキリスト教会であろ
うが、宗教という同じ枠でくくって見られてしま
い、また特に献金のことになると、敏感に反応し
ます。教会に来ませんかと誘おうとすると、「教会
に行ったら献金しなければならないのでしょ
う？」そんなふうに、お金を払わなければならな
いという感覚で質問されることがあります。また、
こんなふうに旧統一教会のことで騒がれると、な

かには「教会に行ったらお金を巻き上げられ
る。」そんなふうに思い込む方も出てきます。 
　では、いったい献金とはなにかと問われたら、
どう答えたらよいのでしょう。そのことを考える
ときに、ちょうどこのシュネムの女性がすばらし
い見本となってくれます。彼女はなぜここまでした
のでしょうか。たとえばエリシャにこんなふうに
言われたのでしょうか。「あなたは裕福でしょ
う。それなのにどうしてもっと神にささげないの
ですか。あなたはもっともっと献げるべきです。献
げれば献げるほど、あなたとあなたの家族は神さ
まから祝福をいただくことができます。」あるいは
こんなふうに言われたのでしょうか。「あなたは
沢山持っているのに、もしも出し惜しみして神にさ
さげようとしないのならば、あなただけでなく
て、あなたの家族は救われません。かならず地獄
に落ちます。」そんなふうに脅かされたからでしょ
うか。 
　聖書をよく読んでください。エリシャは自分か
らこの女性の家を訪ねて、「食事をさせてくださ
い」と言いましたか。エリシャは自分のほうか
ら、屋上に部屋を作ってほしいと要求しました
か。いいえ。エリシャはなにも要求していませ
ん。すべてはこの女性のほうからしたことです。神
を信じる信仰のゆえに、心の中に湧いてきた神に
ささげたいという願いを行動に移していっただけ
です。 
　なぜ神にささげたいと願うのでしょう。献げな
ければ地獄に落ちるという恐怖感からでしょう
か。あるいは、神に献げたらもっと良いことが起
こるに違いないというような御利益を求めようと
したのでしょうか。ちがいます。神が自分の人生に
関わってくださり、ともに歩んでいてくださる。神
とのそのような深い交わりを経験しているからでは
ないですか。神との交わりに確かな手ごたえを感
じるとき、喜びが増し加わります。そうしたら、心
のうちに神にささげたいという感謝の願いも自然
にあふれてきます。それが神にささげることの本来
の意味になります。決して強制されたり、脅かされ
たりしてするものではありません。 

2　エリシャ 
1）一生懸命骨を折ってくれた 
　エリシャもシュネムの女性のそのような信仰が
すぐにわかりました。それでこのようなことを言い
ます。13節を読みます。 
「エリシャはゲハジに言った。『彼女にこう伝えな
さい。「本当に、あなたはこのように、私たちの



ことで一生懸命骨折ってくれたが、あなたのため
に何をしたらよいか。王か軍の長に、何か話して
ほしいことでもあるか」と。』彼女はそれにこう
答えた。『私は私の民の間で、幸せに暮らしており
ます。』」 
　「私たちのことで一生懸命骨折ってくれた」と
言っております。エリシャにとっても、このシュネ
ムの女性がしてくれたことは、かなり飛び抜けてい
たようです。それでエリシャは何かお礼をしたいと
申し出るわけです。エリシャは当時、政治家や軍人
とも付き合いがあったようで、もし困っていること
があれば、自分が口利きしてもいいよ、そういう
ことを提案します。 
　普通こう言うことを言われたら皆さんはどう思
いますか。「しめた。この際、あのことこのこと
を頼んでもらおう」と言って、一枚の紙には書きき
れないくらいのお願いをするかもしれません。 
　ところがシュネムの女性は、「自分はいま幸せ
に暮らしているので、なにもしていただくことはあ
りません」と言って、やんわりと辞退します。さき
ほど、この女性がどうしてここまで献げたのかお話
ししましたが、これでおわかりでしょう。エリ
シャに何かを期待して献げたのではありません。
いやな言い方ですが、「下心があって」したので
はないことが、これで明らかになりました。 

2）あなたは男の子を抱くようになる 
　ここでエリシャが、「ああ、何もいらないん
だ」と言って終わってくれたなら、この女性はこの
あと平穏な人生を過ごすことができたかもしれま
せん。ところがエリシャが次のように語ったこと
によって、この女性はまったく思いもかけなかった
人生に歩み出していくことになるのです。16節前
半を読みます。 
「 エリシャは言った。『来年の今ごろ、あなたは
男の子を抱くようになる。』」 
　信仰深いシュネムの女性ではありましたが、さ
すがにこれを聞いて、「まさか」と思いました。
14節に「彼女の夫も年をとっています」とあるよ
うに、もうとっくの昔に子どものことは諦めてい
ました。それでこんな返事をします。16節後半で
す。 
「すると彼女は言った。『いいえ、ご主人様。神
の人よ、このはしために偽りを言わないでくださ
い。』」 
　エリシャがシュネムの女性の家で食事をするよ
うになったあたりの様子は、アブラハムによく似
ていると先ほど言いました。似ているのはそれだ

けではありません。アブラハムの妻サラは、神の
使いから「来年の今ごろ、男の子が生まれる」と
言われていました。食事のこともそうですが、諦
めていた子どもが与えられるというストーリー
は、そっくり同じです。 
　サラは子どものことを聞かされたとき、信じら
れなくて笑ったと書かれています。サラという名前
が、「笑う」ということばに由来しているくらいで
す。シュネムの女性もそうでした。信じられませ
ん。冗談を言ってからかわないでくださいと取り
合おうとしません。しかし一年経ったとき、エリ
シャが告げたとおりに、男の子を産みます。 
　聖書の時代、子どもが産まれないということ
は、神の祝福からこぼれ落ちてしまったかのよう
な、大変な苦しみでした。それはただ子どもが欲
しいというような単純なことではなく、もし男の
子が与えられなければ、江戸時代と同じで、お家
断絶、一家離散、一族郎党が路頭に迷うくらいの
大変なことになるのです。アブラハムとサラの夫婦
はそれで苦しんでいました。 
　シュネムの女性も、同じようにずっと子どもが
与えられないことで苦しんでいました。もちろん神
に祈ったでしょう。けれども何年待っても与えられ
ずとうとう夫は高齢になり、もうすっかり諦めて
いました。それが今思いがけなく、子どもが与え
られるのだと聞かされ、このときは戸惑いました
が、数ヶ月経つと妊娠したがわかり、エリシャの
ことばが真実であったことを知らされていくので
す。 

3　神 
１）なぜ 
　今日の箇所からどんな教訓をひきだすことがで
きるでしょうか。ある方はこう言うかもしれませ
ん。「神に一生懸命献げた人は、このようにたく
さんの祝福をいただくことができる。だから皆さ
んもこのシュネムの女性のように一生懸命献げま
しょう。」 
　これは正しい教訓でしょうか。もしそうである
なら、どこかのカルト宗教が言っていることとほ
とんど違いはありません。それでは、私たちは実
は危険なカルト宗教の信者だったのでしょうか。
いますぐ脱会しなければならないかわいそうな人
たちなのでしょうか。私の口から言っても説得力
はありませんが、そんなはずは絶対にありませ
ん。では、聖書は何を言おうとしているのでしょ
うか。 



　実はこの後、どんなことが起きていくのか。そ
れを見てからでないと、簡単に結論を出すことは
できません。 
　ちょっと先取りして言いますが、このあと、
せっかく与えられた男の子が突然病気で死んでし
まうのです。それでこの母親はエリシャのところに
走って行ってこう訴えます。28節を読みます。 
「私がご主人様に子どもを求めたでしょうか。こ
の私にそんな気休めを言わないでくださいと申し
上げたではありませんか。」　 
　母親が言いたいことはこうです。「私は、自分か
ら子どもが欲しいと願ったことは一度もありませ
んでした。ところがあなたは、子どもが与えられ
ると語ってくださいました。それは冗談だったの
ですか。そんなはずはないでしょう。それは真実
なことばのはずでしょう。真実なことばであるの
なら、どうしていま子どもは死ななければならな
いのですか。親の不注意で亡くなったというのな
ら、自分たちの責任ですからあきらめます。でも子
どもはまったく予期せぬ病気で亡くなったのです。
こんなことになるのであれば、最初から子どもが
与えられなかった方が、まだ幸せでした。どうして
こんなひどい目にあわなければならないのです
か。」 
　このようにエリシャに向けて訴えます。神に向け
て心から叫んでいます 
　皆さんはどう思われるでしょうか。私自身も似
たような経験してきました。私の一人息子が中学
一年生の時のことですが、死にはしませんでした
が、このままなら死ぬかもしれないというところ
を通されました。本人もそうですが、私たち夫婦
も苦しみました。ですから、シュネムの女性の身
に起きたこの出来事は、どうしても他人事には思
われないのです。 

２）良いものを与えようとする 
　神はどうしてこのようなことをなさるのでしょ
う。この母親を苦しめるためにこんなことをする
のでしょうか。もしそうであるなら信仰とはいっ
たい何でしょう。さきほども言いました。この女
性は神にささげることを純粋に喜んでいたのです。
エリシャもその純粋な信仰を見たからこそ、奇跡
のようにして子どもが与えられることを告げたわけ
ですよね。それなのに、どうして苦しみにあわなけ
ればならないのでしょうか。 
　いったい信仰とは何でしょうか。信じることに
よって、私たちは神からどんなものを与えられるの
でしょうか。途中で壊れていくようなものでしょ

うか。あるいは途中で失われてしまうような、は
かないものでしょうか。 

３）神にとって良いもの 
　決してそんなことはありません。神のひとり子
が十字架でいのちを捨ててくださり、それを信じ
る者には永遠のいのちを与えてくださる。そのよう
な約束を与えてくださったのは神さまです。この望
みは決して取り去られることはないとも書かれてい
ます。 
　では、神が与えてくださるものはそれだけなの
でしょうか。いいえ、まだあります。神さまは、ご
自分のことをもっと知って欲しいと願っています。
どんなことを知って欲しいのでしょうか。救いのこ
とに関してです。神さまが、私たち罪からを救うた
めにたどのような苦しみを通って行かれるのか。そ
のことを、ただことばだけではなく、ある選ばれ
た人たちを通して示そうとされるのです。どういう
ことでしょうか。 
　アブラハムを見てください。せっかく与えられた
ひとり子イサクを、あるとき「全焼のいけにえとし
てささげなさい」と言われました。アブラハムに
とって最大の苦しみだったはずです。でもそこを通
されていきました。 
　シュネムの女性もそうです。せっかく与えられた
子どもが取り去られていくという、母親としてこれ
以上のない苦しみを通されていきます。しかしその
苦しみを通ったとき、初めてアブラハムは知りま
す。シュネムの女性も知っていく。父なる神さまが
ご自分のひとり子を、罪ある者としてさばくことが
どれほどにつらいことであったのか。それでも、
父なる神は私たちを救うためにこの世にひとり子
を遣わすことは、やめませんでした。苦しみを通さ
れなければ、神さまがどれほど深く私たちを愛し
て下さっていたのかがわからない。そういうこと
があるのです。 
　詩篇119篇71節をにあるとおりです。 
「 苦しみにあったことは 私にとって幸せでした。
それにより 私はあなたのおきてを学びました。」 
　私たちを幸せにしたい。神はそのように願って
います。しかしその幸せは私たちが願うものとは少
し違っているので、そこで戸惑いを覚えるかも知れ
ません。しかし最後に私たちは告白していきます。
「苦しみにあったことは　私にとって幸せでし
た。」 
　このように導いてくださる神を信じ、また歩んで
まいります。 


